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ており、具体的な採取地点については、都道府県が環境省の助言を受け設定して

いる。 

調査した 17 道府県における平成 23 年 10 月から 26 年 4 月までの糞便採取調査

の糞便採取の状況をみると、次のとおり、3 県において、採取地点及び採取時期

の見直しが適切に行われないまま、継続して調査が実施された結果、採材の実績

が全くない又は低調となっている例がみられた。 

ⅰ）採取地点である河口に架かる橋の補修工事の影響で野鳥の飛来が見込めない

ことが事前に明らかであるにもかかわらず、採取地点の見直しが行われずに、

平成 25 年 10 月から 26 年 4 月までの 4 回の調査で 1 度も糞便を採取できてい

ないもの（秋田県） 

ⅱ）採取地点よりも多数の野鳥が飛来している別の地点がみられるが、採取地点

の見直しが行われていないもの（宮城県） 

ⅲ）環境省から県に対する連絡が明確でなかったため、採取地点及び採取時期を

変更できることを県が十分認識しておらず、採材の実績が低調なまま採取地点

及び採取時期の見直しが行われていないもの（群馬県） 

 

【所見】 

したがって、農林水産省及び環境省は、以下の措置を講ずる必要がある。 

① 農林水産省は、環境省から野鳥の検査等による低病原性鳥インフルエンザウイ

ルスの検出に関する情報提供を受けた場合、必要に応じて都道府県、関係団体等

に対する情報提供を迅速に実施すること。 

② 環境省は、糞便採取調査における採取地点及び採取時期について、野鳥の飛来

状況や都道府県における糞便採取の状況などを踏まえて、その設定を適時に見直

すよう都道府県に対し助言すること。 

 

 

 

表 2-⑵-イ-③ 
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表 2-⑵-イ-② 低病原性鳥インフルエンザウイルスが検出された例 

採取日 確定検査機関 検体数 ウイルス亜型 

平成 23年 12月 21日 鳥取大学 4 
①H7N7(3) 

②H7N7･H7N3 の共感染(1) 

24年 1月 25日 北海道大学 2 H7N1 

2月 20日 動物衛生研究所 2 H7N7 

11月 28日 動物衛生研究所 1 H7N1 

25年 2月 21日 動物衛生研究所 1 H7N1 

10月 28日 動物衛生研究所 1 H5N3 

26年 10月 17日 動物衛生研究所 1 H5N2 

10月 27日 鳥取大学 1 H5N2 

11月 18日 鳥取大学 1 H7N7 

11月 19日 鳥取大学 1 H7N2 

27年 2月 23日 鳥取大学 1 H7N7 

（注）環境省の資料を基に当省が作成した。 

 

 

表 2-⑵-イ-③ 採取地点及び採取時期の見直しが適切に行われないまま、継続して調査が実施された

結果、糞便採取調査の実績が全くない又は低調となっている例 

調査対象

道府県 
調査結果 

秋田県 平成 23 年 10 月から 26 年 4 月までの糞便採取調査の採材の実績が低調であり、特に、

25 年 10 月から 26 年 4 月では、糞便の採取地点である河口に架かる橋の補修工事の影響

で、渡り鳥の飛来が大幅に減少しており、1度も糞便を採取できていない。 

 

表 過去 3年の糞便採取調査の実績 

時期 10 月 12 月 2 月 4 月 合計 

平成 23年 10月～24年 4月 4 個 24 個 50 個 2 個 80 個 

24年 10月～25 年 4月 1 個 0 個 29 個 1 個 31 個 

25年 10月～26 年 4月 0 個 0 個 0 個 0 個 0 個 

（注）「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル」により、糞便採取調査は、

各回 100個の糞便を採取して検査することとされている。 

宮城県 平成 23 年 10 月から 26 年 4 月までの糞便採取調査の実績は、次表のとおりであり、採

取した割合はいずれの時期においても 50％程度で推移している。 

一方、環境省はガンカモ類の冬期の生息状況の把握を目的として、都道府県の協力を

得てガンカモ類の生息調査を毎年 1 月に実施しており、宮城県ではこれに加えて独自に

毎年度 11 月と 3 月にも生息調査を実施している。この生息調査の結果は、次表のとおり

であり、糞便採取調査の採取地点（調査地Ａ）よりも多数の渡り鳥が飛来している地点

（調査地Ｂ及び調査地Ｃ）がみられる。 

しかし、当該調査の開始時に採取地点を決定して以降、より多数の野鳥が飛来する地
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調査対象

道府県 
調査結果 

点が明らかになっているにもかかわらず、糞便採取調査の採取地点の見直しは行われて

いない。 

 

表 調査地ごとの野鳥の飛来状況 

調査年度 

糞便採取調査 ガンガモ類の生息調査 

時期 

調査地Ａ 調査地Ｂ 調査地Ｃ 

糞便採取数 

(4 回合計) 
飛来数 飛来数 飛来数 

平成 

23 年度 

23年 10月 

～24年 4 月 

188個 

（47.0％） 

616羽 72,431羽 98,403羽 

479羽 62,299羽 83,155羽 

614羽 30,391羽 3,059 羽 

24 年度 
24年 10月 

～25年 4 月 

211個 

（52.8％） 

1,501 羽 68,488羽 127,097羽 

1,068 羽 69,672羽 60,618羽 

757羽 36,225羽 12,082羽 

25 年度 
25年 10月 

～26年 4 月 

200個 

（50.0％） 

426羽 63,174羽 59,203羽 

740羽 79,617羽 54,961羽 

303羽 13,543羽 3,763 羽 

（注）1 糞便採取調査は、各回 100 個の糞便を採取して検査することとされており、宮城県においては、糞

便採取調査を 10月、12月、2月及び 4月の計 4回実施している。 

2 「糞便採取数」欄には、4 回の合計数を計上し、( )内は、年間の採取予定数（400 個）を基に糞

便の採取割合を計上した。 

   3 野鳥の飛来数は、ガン類、ハクチョウ類、カモ類の飛来数の合計であり、「飛来数」欄の上段は

11月、中段は 1月、下段は 3月の飛来数を示す。 

群馬県 平成 23 年 10 月から 26 年 4 月までの糞便採取調査の実績は、次表のとおり、採取時期

について、過去 3 年間でいずれも 10 月、4 月には全く採取の実績がないにもかかわら

ず、23年 10月以降、変更されていない。また、採取地点についても、本調査が開始され

た 20 年以降、変更されていない。 

 

表 糞便採取調査の実績 

時期 10 月 12 月 2 月 4 月 合計 

平成 23年 10月～24年 4月 0 個 100個 100個 0 個 200個 

24年 10月～25 年 4月 0 個 100個 100個 0 個 200個 

25年 10月～26 年 4月 0 個 100個 30 個 0 個 130個 

 

このように採材できない時期及び採取地点が毎年選定されている理由について、群馬

県（本庁担当課）では、「詳しい経緯は不明であるが、平成 20 年に本調査を始めた際

に、環境省から現在の採取地点の指定があり、当時から変更がなされていない。また、

採材時期及び採取地点は、環境省からの実施依頼の通知で指定されているため、これに

のっとり実施している。」としている。 
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